




福井県の母親の育児態度の調査に続いて,我々は父親についての調査を行なうこととした。

我々の研究の目的は二つある。第一は,障害児を持つ父親の示す特性を確めたいということ

である。障害を克服し社会復帰を目指す道程はとても長くてしかも厳しい。我々の目にま

ずふれるのは,子供を抱えて献身的な世話をする母親の姿であるが,この努力が永続するか

挫折するか,父親がこの子と母をどう支えるかという因子が大きく関係していると思われ

る。父親の特性と役割に興味を持ったゆえにである。第二は登校拒否を中心とした情緒障

害児の父親の像である。父の権威の失墜は登校拒否の成立要因として注目されている。 


